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(日 )大和田―遠藤拓
(聖)今泉、船迫、梅田、佐藤■―高野、佐藤都
[本]大和田 (日 )

日大東北は大和国の一発などで9回までに4点をリード。しかし9回裏二死―、三塁から聖

光学院が3連打の驚異的な粘りを見せて同点に。迎えた延長11回裏、無死―、二塁から柳

沼がサヨナラニ塁打。サヨナラ勝イuで聖光学院が8年連続甲子国出場を決め、一方の日大

東北は2年連続で準優勝。チームは17安打を放ち、あとアウト1つのところまで行きながら、最

後に勝ち切れなかつた。聖光学院の素晴らしい粘りの一方で、日大東北としては最後に勝ち

切るための精神力の強化が課題となった。

の隙はどこにあるのか、といったこ

とを自分たちで探すようになる。よ

く「心技体Jと言いますが、それと

ともに野球における「知 (智 )」 の

部分を意識して大切にしていくこと

で、我慢すべきことや場面などを選

手たちが感じ取っていってくれれば

と考えていますね。

それに旧チームには、大和田とい

う大黒柱がいましたが、新チームに

は彼のように注目される選手はいま

せん。むしろ、今年の聖光学院さん

が甲子園で見せたようなあの全員野

球をウチもしっかりと実践していか

なければならない。

まあ……、県大会の決勝で負けた

あとに、「周りからは今年の日大東

北は『大オヽ日田のチームだ』と言われ

てきたけど、やっばり選手全員のチ

ームだったよな ?」 と声を掛けると、

大和田本人は大粒の涙をボロボロと

流しながら「はい……」と、うなず

いていました。そんなところも新チ

ームがしっかりと受け止めていかな

ければならないと思いますし、スタ

ー不在だからこそ、チームとしては

もっと強くなれる可曾♂陛があるので

はないかと感じています。

ちなみに新チームでは、練習試

合で 1試合 10安打を目標に設定し、

選手たちは 10本に届かなかった本

数×200ス イングを自分たちに課

すことを決めました。前回の試合

は3安打でしたから「7× 200」 の

1400本の素振りを追加メニューと

して皆でしていましたよ。

新チーム始動から、
可能な限りの実戦を
こなしていくことで自
分たちに足りない部
分を探していく。1球
の重み、アウト1つの

重みを試合の中で感
じて取つていく

求められる自主性

日々の練習についてですが、まず

現在は 2学年で 80名ほどの選手が

います。福島県は広いですし、もち

ろん県外から入学してくる生徒もお

り、約半数が寮生活をしています。

基本的に選手たちのほとんどが進学

しますので、部活動よりも学業優先

というのが学校の考え方。ですから、

勉強に力を入れながら野球でも結果

を出せるチームを目指して日々取り

組んでいます。

また、学校には専用グラウンドと

室内練習場があります。平日は授

業によって 16時過ぎ、もしくは 17

時過ぎからスタートし、照明設備も

あるので暗くなっても練習できます

が、寮の食事が 20時 30分と決ま

っていますのでそれに間に合うよう

にチーム練習は終わります。

ただ、私も今年から担任のクラス

を持つようになり、練習開始から選

手たちと一緒にやれるわけではあり

ません。数名の外部コーチの方々に

助けていただきながら指導していま

[特集]夏の悔しさを次につなげる/新チーム「始動」論
The COaching Style/中 村猛安

全国クラスの実力を誇る同校の硬式テエス部からテニスボールのおさがりをもら
い、打撃練習に使用。特に室内の練習では重宝するという。ソフトボールや水を
含み重くなった球なども打ち込むことで打撃力を養う

ドで臨んだ大会でもありましたから、

決勝で聖光学院さんと当たることも

十分に想定していました。

そして実際、決勝の試合もウチが

主導権を握ることができていたのに

もかかわらず、最後はあのような結

果になってしまった。なぜ、9回に

あの点差 (4点 )を守り切れなかっ

たのか……。私の監督としての力量

不足を強く痛感するとともに、チー

ムとしては同点にされた時点で精神

的に追い詰められてしまったことが、

延長戦に入ってから勝てなかった敗

因ではないかと感じています。

いきなり9運戦の実戦

そのような経縛を踏まえて、新チ

ームは休養日を 1日 だけ取ってか

らスタートを切りました。私自身が

気持ちの切り替えをするのにどうし

ても1日 が欲しかったというのが

正直なところでしたが、新チームの

始動においてポイントに考えたのは

「我慢強さ」とは何だろうか――と

いうことでした。

そもそも野球では、我慢しなけれ

ばいけないことがたくさんあると思

います。日々 の生活や練習だけでな

く、試合でもグッと我慢して耐えな

ければならない場面というのは必ず

ありますよね。相手に流れが行きか

けていると感じた時。無死満塁とい

ったピンチの時。少しでも気を抜け

ばズルズルと行ってしまいそうな

場面でも決して集中を切らさずに 0

点、もしくは最少失点に抑えられる

ような我慢強さをチームとして身に

つけられないだろうか――。つまり

これは、精神面の強化にも通じるこ

とだと思います。

では、その我慢強さとはどこから

生まれてくるのかと考えてみたとき、

ひと昔の高校野球のような、ひたす

ら選手たちを厳しく追い込んでいく

指導をするのかと言えば違います⑥

体の痛みとともに覚えていくという

時代ではありません。しかし、今の

ウチのレベルでは、例えば単調な同

じ練習を何時間も真剣に続けられる

根気があるのかと考えると、それも

また効果的とは思えません。

そこで私は、新チーム開始の 4

日目からあえて 9連戦の実戦 (練

習試合)を組んでみました。旧チー

ムでベンチ入りしていた 2年生は

守備要員でしたから、あ

る程度の守りはイメージ

できましたが、やはり3

日間の練習だけでは動き

もチグハグで、こちらの

予想どおり打てない・走

れないという】犬況でした。

それでも、試合を重ね

ていく中で少しずつです

が自分で動けるようにな

ってくる。この場面でや

らなければいけないこと

は何か、投手の癖や相手

「青春ここにあ|)・・球道即人道」。PL学園を率いた中村順司監督
が好んで使つた言葉。そんな名将が、父であり恩師でもある中村
猛安監督にとってもこの言葉の意味は大きいという

すが、コーチたちにも仕事があるの

で付きっきりというわけにはいかな

い。そこで問われるのは、やはり選

手たちの自主性だと思います。監督

やコーチに言われてやるのではなく、

自分たちでうまくなっていくような

チームづくりが必要です。

例えば、大和田先輩はなぜ速い球

が投げられるのか ? あの先輩はど
うして強い打球を打てるのか ? そ
ういう身近な先輩のいいところを学

ぼうとする姿勢がチーム全体に出て

きてほしい。実際、監督の言葉より

も先輩の姿のほうが、説得力がある

こともあるでしょう。これは技術的

なことだけでなく野球に対する姿勢

などを含めて、先輩たちのいいとこ

ろは受け継いでいくということを新

チームの始動時にしっかりと考えて

いかなければいけません。

そして、そういうところというの

は、時代が変わっても昔から変わっ

ていない高校野球のいい部分なのか

なと私は思います。自分の高校時

代 (PL学園)を思い出してみても、
中本JI頁司監督 (現 :名古屋商科大監

督)に野球の 1か ら10ま ですべて

を教えてもらうのではなく、先輩方

の姿や動きを見て自分たちで覚えて

いきました。先輩たちも監督に聞こ

えないくらいの声で「あの場面はこ

うするんだ、ああするんだ」と教え

てくれましたね。

逆に、すべて監督の指示どおりに

動き、いくら反復練習によってプレ

ーの精度を高めたとしても、試合で

その想定と少し違うケースになると

対応できなくなるようでは意味がな

いのではないでしょうか。日頃から

自分で考え、感じながら練習するこ

とで、試合では機転を働かせて応用

を利かしたプレーができるようにな

る。そして、これもやはり実戦をど

れだけ細験するかで大きく変わって

くる部分なのだと思います。

また、郡山市は雪も降りますから、

冬は思い切リボールを握れないとい

う時期があります。もちろん、グラ

ウンドが使えるギリギリまでは実戦

に近い練習はしますが、選手にとっ

て冬はいわば長いトンネルです。で

すから、そのような時期こそ、数値
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